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津山市下水道排水設備指定工事店に係る処分等に関する事務処理要綱

（目的）

第１条 この要綱は、津山市下水道条例（昭和６２年津山市条例第３８号。以下「条例」

という。）第２条第１２号に規定する指定工事店に条例第９条の５に規定する指定の停

止、取消し等の処分（以下「処分等」という。）を行う場合について、必要な事項を定

めることを目的とする。

（処分等の対象となる行為）

第２条 処分等の対象となる行為は、指定工事店が別表第１の処分等の対象となる行為の

欄に掲げる行為（以下「違反行為」という。）をしたと認められる場合とする。

（点数の計算）

第３条 市長は、指定工事店に違反行為があったと認めるときは、当該指定工事店に対し

別表第１に掲げる違反行為の区分に応じ、同表の違反点数の欄に定める点数（以下「違

反点数」という。）を付するものとする。

２ 同時に同一の違反行為が複数件確認された場合に付する点数は、それぞれの違反行為

に係る点数の合計とする。

３ １件の排水設備工事について２以上の違反行為等がある場合に付する点数は、それぞ

れの違反行為に係る点数の合計とする。

（違反行為の調査及び認定）

第４条 市長は、指定工事店に違反行為の疑いがあると認めるときは、その事実関係の調

査を行うものとする。

２ 市長は、前項の調査により、違反行為の事実が認められたときは、当該指定工事店に

対し、直ちに当該行為を是正するよう指導するものとする。

３ 前項の場合において、市長は、当該指定工事店に対し、違反行為の是正に係る届出書

の提出を求めるとともに、違反行為等の内容、付した点数その他必要な事項を通知する

ものとする。

（処分等の決定）

第５条 市長は、指定工事店の違反点数が別表第２に定める点数に達したときは、同表処

分の内容欄に掲げる処分等を行うものとする。

２ 前項の規定にかかわらず、市長は指定の一時停止処分を受けた指定工事店が当該一時

停止の期間中に排水設備工事を施工したとき、又は指定工事店が津山市下水道排水設備

指定工事店規則（平成１０年津山市規則第３２号。以下「規則」という）第４条各号の

指定要件を欠くに至ったにもかかわらず、指定工事店辞退届を提出しなかったときは、

当該指定工事店に係る指定を取消すものとする。

３ 前２項の規定による指定の一時停止処分又は指定の取消処分は、規則第１１条に規定

する津山市下水道排水設備指定工事店等審査委員会の審議を経て行うものとする。

４ 市長は、前項の規定により指定の停止又は取消しの決定をしたときは、当該指定工事

店に通知するものとする。
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５ 第１項および第２項の規定による指定の取消処分を受けた指定工事店は、指定の取消

処分が決定した日から２年間、新たに指定の申請をできないものとする。

（指定の一時停止期間中又は指定の取消後における施工）

第６条 市長は、指定の一時停止又は取消しを受けた指定工事店が現に施工している排水

設備工事について、関係者の利益を確保するため特に必要があると認めるときは、市長

が指定する排水設備工事に限り、当該指定工事店に施工させることができる。

（違反点数の消滅）

第７条 違反行為等を行った指定工事店に付された点数は、次の各号のいずれかに該当し

たときにそのすべてが消滅するものとする。

（１） 指定の取消処分を受けたとき

（２） 指定の一時停止処分を受けた場合にあっては、指定の一時停止期間が満了する日

の翌日から起算して１年間を経過する日までに新たに点数が付されなかったとき。

（３） 前２号に掲げるもののほか、最後に点数を付された日から起算して１年を経過す

る日までに新たに点数が付されなかったとき。

（指定の更新と指定の一時停止処分の関係）

第８条 指定の一時停止処分を受けた指定工事店が、一時停止期間中に新たな指定又は指

定の更新を受けた場合においても、当該指定の一時停止処分の効力は継続するものとす

る。

（処分の報告等）

第９条 指定の停止又は取消しの処分を行った場合は、排水設備を設置する義務者に対し、

契約した指定工事店が当該処分等を受けた旨を通知し、規則の定めるところにより公示

を行うとともに、必要に応じて関係機関に通知するものとする。

（その他）

第１０条 この告示に定めるもののほか、指定工事店に対する処分等に関し必要な事項は、

市長が別に定める。

付 則

この要綱は、令和６年１月１日から施行する。
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別表第１（第２条・第３条関係）

備考

１ （５）に該当する場合、（８）の違反点数は加算しない。

２ 指定工事店自らが申告し発見された場合の違反点数は、その２分の１を限度に減じること

ができる。

処分等の対象となる行為 違反点数 条例・規則等

（１）工事施行の申込みを受けたとき、正当な

理由がなくこれを拒む行為。
８ 指定工事店規則第９条第２項第１号

（２）工事を不適正な工費で施行する行為。ま

た、工事契約に際し、工事金額、工事期限その

他の必要な事項を明示しない行為。

６ 指定工事店規則第９条第２項第２号

（３）工事の全部又は大部分を一括して第三者

に委託し、又は請け負わせる行為。
８ 指定工事店規則第９条第２項第３号

（４）指定工事店として自己の名義を他の業者

に貸与する行為。
６ 指定工事店規則第９条第２項第４号

（５）市長の確認を受けずに排水設備工事を行

う行為。
２０

指定工事店規則第９条第２項第５号

（使用料の納入通知を伴うもの）

１０
指定工事店規則第９条第２項第５号

（使用料の納入通知を伴わないもの）

（６）工事を責任技術者の監理の下に設計、施

行しない行為。
８ 指定工事店規則第９条第２項第６号

（７）市長の指定したもの又は市長の検査に合

格した材料を使用しない行為。
８ 指定工事店規則第９条第２項第７号

（８）排水設備工事完了後、速やかに検査を受

けない行為。
１０

指定工事店規則第９条第２項第８号

（使用料の納入通知を伴うもの）

６
指定工事店規則第９条第２項第８号

（使用料の納入通知を伴わないもの）

（９）工事完了後１年以内に生じた故障を、当

該工事を施工した指定工事店の負担で修繕し

ない行為。（天災地変又は使用者の責に帰すべ

き理由によるものを除く）

６ 指定工事店規則第９条第２項第９号

（10）災害緊急時に、排水設備の復旧に関し市

長から協力の要請があったとき、正当な理由な

くこれに協力しない行為。

６
指定工事店規則第９条第２項第１０

号

（11）所属する責任技術者を管理、指導しない

行為。
６

指定工事店規則第９条第２項第１１

号

（12）市長が必要と認めて指示した事項に従わ

ない行為。
８

指定工事店規則第９条第２項第１２

号

（13）上記以外で下水道に関する法令、条例に

違反する行為。

市長が定

める点数

（14）市長が指定工事店として不適当と認める

行為。

市長が定

める点数
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別表第２（第５条関係）

点数又は事由 処分の内容

２０点 文書注意、顛末書及び改善書の提出

４０点 指定の一時停止（３０日）

５０点 指定の一時停止（９０日）

６０点 指定の一時停止（１８０日）

７０点 指定の取消し


